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Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
就
業
実
態
と 

　
雇
用
創
出
に
向
け
て
の
課
題

（
１
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
　
研
究
員
　
小
野
晶
子 

特集―NPOで働くということ 

 

　 １
． 

雇
用
創
出
の
可
能
性
を
も
つ 

　 

「
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
雇
用
創
出
の
場
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。
高
齢
化
社
会
や
環
境
問
題
に
後

押
し
さ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
期
待
は
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
雇
用
の
場
と
し
て

期
待
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る

。

伝
統
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」、

す
な
わ
ち
慈
善
活
動
や
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動

を
行
う
団
体
で
あ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
と
重
な
り
合
う
形
で
存
在
す
る
「
事

業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
言
わ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る

（
２
）
。「
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
は
自
ら
事
業
を
起

こ
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
、
有

償
で
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
。
自
ら
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
収
入
を
得

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
自
体
が
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
の
主
た
る
資
金
源
は
事
業
収
益
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

は
、
有
給
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
働
く
場
と

な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
３
）
。 
 

本
稿
で
は
、
当
機
構
が
実
施
し
た
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
お
け
る
能
力
開
発
と
雇
用
創
出
に

関
す
る
調
査
」（
４
）
の
結
果
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

雇
用
創
出
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
か
を

考
え
た
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
広
義
に
は
学
校
法

人
や
医
療
法
人
等
も
含
ま
れ
る
が
、
本
調
査

で
は
狭
義
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
特
定
非
営
利
活

動
促
進
法
人
（
以
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

い
う
）
に
限
定
し
て
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
中
に
は
「
事

業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る

団
体
も
多
い
。
本
稿
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
担
う
人
々
の
働
き
方
や
賃
金
の

特
徴
を
観
察
す
る
。
ま
た
、
現
在
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
労
働
を
め
ぐ
る
問
題
と
し

て
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
働
き

方
と
最
低
賃
金
の
適
用
に
つ
い
て
も

考
え
る
こ
と
に
す
る
。 

  

２
． 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
担
い
手 

　
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
平
均
的
な

規
模
は
、
民
間
企
業
で
い
え
ば
人
数

規
模
一
〜
九
人
の
零
細
、
小
企
業
と

同
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
表
１
の
平
均
人

数
を
み
る
と
、
一
団
体
あ
た
り
平
均

四
・
九
人
の
有
給
職
員
（
有
給
役
員

含
む（
５
））
を
雇
用
し
、
平
均
一
一
・

七
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
携
わ
っ
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
比
率
は
五

割
を
超
え
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
労

働
力
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
６
）
の
人
数
は
、
非
正
規

職
員
数
を
上
回
り
、
お
よ
そ
四
割
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人

数
規
模
は
意
外
に
多
い
。
有
給
職
員
に
つ
い

て
み
る
と
、
非
正
規
職
員
の
割
合
は
六
割
に

上
っ
て
お
り
、
一
般
の
労
働
市
場
（
非
正
規

従
業
員
比
率
三
一
・
九
％
、
『
就
業
構
造
基

本
調
査
』
平
成
一
四
年
）
に
比
べ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
依
存

し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
有
給
職
員
を
比
較
的
多
く

雇
用
し
て
い
る
団
体
は
、
「
保
健
・
医
療
・

福
祉
」
や
「
社
会
教
育
」、「
子
ど
も
の
健
全

育
成
」
と
い
っ
た
対
人
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

事
業
収
入
を
得
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ

ス
型
」
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
分
野
で
は
サ
ー
ビ
ス
対
価
が
事
業
収
入
と

な
る
た
め
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
し
て
の
性

格
を
持
つ
。
多
く
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
型
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
週
五
、
六
日
以
上
活

動
し
て
お
り
、
事
務
量
も
多
く
、
自
発
的
な

（
あ
る
意
味
本
人
任
せ
の
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
依
存
す
る
よ
り
も
賃
金
を
払
う
こ
と
に
よ

っ
て
仕
事
に
対
す
る
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
有
給
職
員
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
団
体
の
年
間
収

入
が
高
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
有
給
職
員
が
い
る
割

合
が
増
え
る
と
い
う
関
係
も
み
ら
れ
る
。
団

体
の
年
間
収
入
が
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
に
な

る
と
、
有
給
職
員
を
雇
用
す
る
団
体
の
割
合

が
約
九
割
に
達
す
る
。
ま
た
、
年
間
収
入
が

五
〇
〇
〇
万
円
以
上
に
な
る
と
約
九
割
の
団

体
で
正
規
職
員
を
雇
用
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
今
後
三
年
間

で
ど
の
よ
う
な
活
動
形
態
の
人
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
状
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
大
き
く
頼
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
あ
る
が
、
将
来
的
に
は
有
給
職
員
へ

表１　ＮＰＯ法人の活動人数 

役　　員　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合　　計　　 

合計人数 

当該活動者の有無(%) 当該職員の割合(%)

有り 無し 活動者全体に 
占める割合 

有給職員に 
占める割合 

1団体あたり 
平均人数 

（異常値処理後） 

31,463  

2,012  

5,969  

14,981  

580  

23,542  

17,324  

5,452  

34,130  

56,906  

109,899  

 

100.0  

31.7  

40.6  

43.7  

10.1  

59.7  

39.7  

51.8  

53.3  

21.6  

ー 

 

ー 

68.3  

59.4  

56.3  

89.9  

40.3  

60.3  

48.2  

46.7  

78.4  

ー 

 

28.6  

1.8  

5.4  

13.6  

0.5  

21.4  

15.8  

5.0  

31.1  

51.8  

100.0  

 

ー 

8.5  

25.4  

63.6  

2.5  

100.0  

ー 

ー 

ー 

ー 

ー 

 

8.96  

0.46  

1.40  

2.95  

0.08  

4.89  

3.34  

1.33  

7.06  

11.73  

25.58  

 

　　　　うち有給役員 

正規職員 

非正規職員 

出向職員 

 

有償ボランティア 

無償事務局ボランティア 

無償その他ボランティア 

 

有
給
職
員
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

注）3495サンプルのうち、無回答を除いた3362サンプルを使用。 
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の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。
特
に
、
正
規
職
員
を
す

で
に
雇
用
し
て
い
る
団
体
や
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
型
」
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
正
規
職

員
、
非
正
規
職
員
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
団

体
の
年
間
収
入
が
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
団

体
で
は
今
後
、
正
規
職
員
、
非
正
規
職
員
を

増
や
す
考
え
を
持
つ
団
体
の
割
合
が
高
く
な

る
こ
と
が
調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。 

  

３
． 「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の 

　  

働
き
方 

　
先
の
表
１
を
み
る
と
、
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
の
人
数
は
役
員
を
除
い
た
中
で
二
番

目
に
多
い
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
い
て
今

後
三
年
間
で
も
っ
と
も
増
や
し
た
い
活
動
形

態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
動
の
中
で
重
要
な
労
働
力
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
方
で
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
め

ぐ
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
始
め
て
い
る
。

そ
の
争
点
は
法
的
に
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
「
労
働
者
」
で
あ
る
か
、
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
賃
金
支
払
い
が
あ
り
、

使
用
者
と
の
指
揮
命
令
関
係
が
あ
る
労
働
者

は
雇
用
者
と
し
て
み
な
さ
れ
労
働
基
準
法
の

適
用
を
受
け
る
。
「
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
場
合
は
賃
金
支
払
い
が
な
い
の
で
、
当
然

雇
用
者
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
場
合
は
、
支
給
さ
れ

る
報
酬
の
内
容
が
賃
金
と
解
釈
さ
れ
る
可
能

性
も
有
り
、
法
的
に
は
微
妙
な
立
場
に
あ
る

（
７
）
。 

 
本
調
査
に
よ
る
と
、
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
報
酬
の
支
払
わ
れ
方
の
実
態
は
、
第

一
位
が
「
交
通
費
な
ど
活
動
経
費
の
実
費
支

払
い
」（
五
九
・
〇
％
）、
第
二
位
が
「
謝
礼

的
な
金
銭
の
支
給
」（
四
三
・
四
％
）、
第
三

位
が
「
活
動
経
費
と
し
て
一
定
額
の
支
給
」

（
三
二
・
四
％
）と
な
っ
て
お
り
大
き
く
三
つ

に
分
け
ら
れ
る
。「
活
動
経
費
の
実
費
支
給
」

の
場
合
、
労
働
対
価
で
は
な
い
。
し
か
し
、

「
活
動
経
費
の
一
定
額
支
給
」、
も
し
く
は

「
謝
礼
的
な
金
銭
の
支
給
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
支
払
い
の
内
容
が
労
働
対
価
と
し
て
解

釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

次
に
、
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
働
き

方
が
雇
用
者
に
近
い
性
格
を
持
つ
の
か
遠
い

性
格
を
持
つ
の
か
を
、
非
正
規
職
員
と
の
差

か
ら
考
え
て
み
た
い
（
８
）
。
具
体
的
に
は
、

表
２
の
項
目
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
決
め

が
多
い
ほ
ど
、
雇
用
労

働
者
に
近
く
な
る
（
労

働
基
準
法
な
ど
が
適
用

さ
れ
る
可
能
性
が
高
く

な
る
）
と
考
え
ら
れ
る
。

比
較
し
て
み
る
と
、
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は

非
正
規
職
員
に
比
べ
て

取
り
決
め
て
い
る
割
合

が
低
い
。
特
に
そ
の
差

が
大
き
い
の
は
「
勤
務

す
る
場
所
」、「
経
費
や

報
酬
の
支
給
内
容
」、「
事

故
な
ど
の
補
償
」
と
な

っ
て
い
る 

 

表
２
の
取
り
決
め
の

程
度
を
ポ
イ
ン
ト
換
算

し
て
、
さ
ら
に
詳
し
く

分
析
を
進
め
る
と
、
「
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

働
き
方
は
、
全
体
的
に

は
非
正
規
職
員
に
比
べ

る
と
雇
用
労
働
者
と
し

て
の
傾
向
は
弱
い
が
、

正
規
職
員
が
い
る
団
体
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
型
」
の
団
体
、

年
間
収
入
が
三
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
団
体
の

「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
雇
用
労
働
者
に

近
い
働
き
方
を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。 

  

４
． 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
賃
金 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
賃
金
は
市
場
賃
金
に
比
べ
て
低

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
れ
は
果
た

し
て
本
当
だ
ろ
う
か
。
表
３
は
正
規
職
員
の

平
均
年
収
と
非
正
規
職
員
の
平
均
時
給
を
示

し
て
い
る
。
正
規
職
員
の
年
収
の
幅
は
平
均

一
七
四
万
円
〜
三
〇
一
万
円
、
そ
の
差
は
一 

NPO法人が多数入居する「みなとNPOハウス」の掲示板 

表２　活動条件の取り決め 

明確に決め 
ている 

ある程度決 
めている 

あまり明確 
に決めてい 
ない 

取り決めて 
いない 無回答 

50.6  

42.1  

43.4  

30.5  

48.9  

31.6  

 

27.6  

35.2  

33.0  

28.0  

22.8  

18.5  

 

6.8  

6.7  

5.4  

13.2  

6.0  

12.0  

 

3.7  

4.7  

5.2  

16.2  

10.0  

24.9  

 

11.3  

11.3  

13.0  

12.1  

12.3  

13.0  

 

経費や報酬の支給内容 

仕事の種類や範囲 

誰の指揮の下で働くか 

勤務する日数や時間 

勤務する場所 

事故などの場合の補償 

①有償ボランティア 

＊ベースは有償ボランティアがいる団体（n=1305)

明確に決め 
ている 

ある程度決 
めている 

あまり明確 
に決めてい 
ない 

取り決めて 
いない 無回答 

64.4  

45.6  

53.2  

36.6  

63.3  

44.5  

 

18.0  

35.8  

28.6  

35.4  

17.7  

16.9  

 

3.1  

4.4  

3.0  

8.7  

2.5  

10.3  

 

1.7  

1.7  

1.7  

6.1  

3.5  

14.5  

 

12.9  

12.5  

13.5  

13.2  

13.0  

13.9  

 

賃金や報酬の支給内容 

仕事の種類や範囲 

誰の指揮の下で働くか 

勤務する日数や時間 

勤務する場所 

事故などの場合の補償 

②非正規職員 

＊ベースは非正規職員がいる団体(n=1442)
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二
七
万
円
、
ま
た
、
非
正
規
職
員
の
時
給
の

幅
は
七
五
九
〜
一
〇
九
〇
円
、
そ
の
差
は
三

三
一
円
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
を
民
間
企
業
の
賃
金
デ
ー
タ
（
厚
生

労
働
省
『
賃
金
セ
ン
サ
ス
』
二
〇
〇
三
）
と

比
較
し
て
み
る
と
、
五
〜
九
人
規
模
の
企
業

の
平
均
年
収
は
、
三
六
二
・
三
万
円
、
一
〇

〜
九
九
人
で
は
三
九
三
・
七
万
円
で
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
正
規
職
員
の
年
収
は
、
団
体

の
中
で
高
い
人
で
も
、
民
間
の
小
企
業
の
年

収
よ
り
も
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
一
方
、
非
正
規
職
員
の
場
合

は
民
間
企
業
と
変
わ
ら
な
い
分
布
に
な
っ
て

い
る
。 

 

本
調
査
の
結
果
で
は
正
規
職
員
の
週
当
た

り
の
実
労
働
時
間
は
、
「
四
〇
時
間
」
が
三

六
・
六
％
で
最
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
お
り
、

次
が
「
四
一
〜
四
九
時
間
」
で
一
七
・
五
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
正
規
職
員
の
年
収

階
層
別
に
み
る
と
、
年
収
が
低
い
者
（
一
〜

九
九
万
円
、
一
〇
〇
〜
一
九
九
万
円
）
は
短

時
間
労
働
で
あ
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
年
収
階
層
一
〜
九
九
万
円
の
サ
ン

プ
ル
中
、
週
実
労
働
時
間
が
四
〇
〜
四
九
時

間
と
い
う
団
体
は
半
数
を
超
え
る
。
こ
れ
ら

の
団
体
で
働
く
者
の
年
収
を
労
働
時
間
で
割

っ
て
時
給
換
算
し
た
場
合
、
最
低
賃
金
を
割

り
込
む
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
低
賃
金
法
と
は
、
使
用
者
は
法
で
定
め

ら
れ
た
最
低
賃
金
以
上
を
「
労
働
者
」
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
法
律
で
あ

る
（
９
）
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
例
外
で
は
な
い
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
は
最
低
賃
金
の
適
用
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
深

い
こ
と
に
、
半
数
以
上
の
団
体
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
い
え
ど
も
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
答
え
て

い
る
。
中
で
も
正
規
職
員
を
雇
用
す
る
団
体
、

団
体
の
収
入
が
三
〇
〇
〇
万
円
以
上
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
約
七
割
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
え
ど
も
守
る

べ
き
で
あ
る
」
と
答
え
、
高
い
割
合
を
示
し

て
い
る
。
一
方
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
適
用
は
除
外

す
べ
き
」、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
適
用
は
恒
常
的
に

基
準
を
低
く
す
べ
き
」、「
創
設
時
期
な
ど
一

定
期
間
は
基
準
を
低
く
す
べ
き
」
と
い
っ
た

難
色
を
示
す
団
体
が
全
体
の
三
割
を
占
め
、

中
で
も
団
体
収
入
の
少
な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
で
運
営
し
て
い
る
団
体
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
型
」
以
外
の
団

体
に
つ
い
て
適
用
緩
和
や
適
用
除
外
を
求
め

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
最
低
賃
金
を
適
用
す
る
こ
と
が

難
し
い
理
由
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
調
査

の
結
果
、
第
一
位
は
「
財
政
的
に
苦
し
く
人

件
費
の
捻
出
が
難
し
い
」（
六
〇
・
三
％
）が

飛
び
ぬ
け
て
高
く
、
二
位
「
報
酬
は
労
働
の

対
価
で
は
な
い
」（
三
八
・
八
％
）、
三
位
「
使

用
者
、
雇
用
者
の
認
識
を
持
た
な
い
」（
三

一
・
九
％
）、
四
位
「
働
き
方
が
多
様
で
自

己
裁
量
が
大
き
い
」（
二
三
・
八
％
）、
五
位

「
雇
用
関
係
の
定
義
が
明
確
で
な
い
人
が
い

る
」（
二
三
・
六
％
）と
続
い
て
い
る
。「
適

用
は
難
し
く
な
い
」
と
答
え
た
の
は
わ
ず
か

七
・
七
％
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
「
最
低
賃
金
を
守
る
べ
き
」
と
考
え
な

が
ら
も
「
適
用
は
難
し
い
」
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。 

  

５
． 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
雇
用
の
受
け
皿
に 

　  

な
り
え
る
か 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自

身
は
、
自
ら
を
雇
用
の
受
け
皿
に
な
り
え
る

と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
分
析
の
結
果
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
全
体
の
約
六
割
が
「
雇
用
の

受
け
皿
に
な
る
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
す
で
に
正
規

職
員
を
雇
用
し
て
い
た
り
、
財
政
規
模
が
大

き
か
っ
た
り
す
る
団
体
で
そ
の
傾
向
は
強
い
。

た
だ
、「
財
政
基
盤
が
安
定
し
た
ら
」
や
「
委

託
事
業
が
増
え
た
ら
」
な
ど
、
条
件
付
き
で

「
雇
用
の
受
け
皿
に
な
る
」
と
考
え
る
団
体

が
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
受
け
皿
に

な
り
う
る
が
、
事
業
収
入
等
が
不
安
定
な
場

合
、
継
続
し
て
雇
用
す
る
見
通
し
が
立
た
な

い
の
で
難
し
い
。
ま
た
、
受
託
事
業
、
補
助

金
は
単
年
度
で
切
れ
る
た
め
、
や
は
り
安
定

し
た
雇
用
に
は
結
び
つ
き
に
く
い
と
考
え
て

い
る（
分
野
＝
子
ど
も
の
健
全
育
成
）」
と
い

う
意
見
に
代
表
さ
れ
る
。
ま
た
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
体
制
と
し
て

税
控
除
や
大
量
の
郵
送
代
の
免

除（
分
野
＝
子
ど
も
の
健
全
育

成
）」
や
「
寄
付
金
の
優
遇
税

制
等
の
法
律
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援

す
る
制
度
が
必
要（
分
野
＝
国

際
協
力
）」
と
い
っ
た
税
制
上

の
優
遇
制
度
に
よ
る
支
援
を
求

め
る
意
見
も
多
く
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
雇

用
創
出
に
は
ま
ず
直
接
的
に
財

政
の
安
定
を
図
る
政
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

し
一
方
で
、
金
銭
的
支
援
だ
け

で
な
く
、
遊
休
公
共
施
設
を
無

償
ま
た
は
低
額
で
一
定
期
間
貸

与
す
る
こ
と
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存

在
を
地
域
社
会
に
認
知
し
て
も

ら
う
機
会
を
作
る
こ
と
な
ど
、

金
銭
的
支
援
以
外
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
方
策
を

検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。
国
や

自
治
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ニ
ー
ズ
を

表３　平均年収と平均賃金 

301.1万円 

267.2万円 

335.5万円 

173.5万円 

163.0万円 

181.6万円 

362.3万円 

393.7万円 

 

1,090円 

1,049円 

1,122円 

759円 

748円 

771円 

911円 

885円 

 

NPO法人 

注1） 

 

 

 

 

民間企業 

注2)

高い人（全体） 

1～9人 

10～99人 

低い人（全体） 

1～9人 

10～99人 

5～9人 

10～99人 

正規職員の平均年収 非正規職員の平均年収 

注1）660サンプル、異常値処理後。NPO法人の人数はボランティアも含め月
160時間を1人として換算。 

注2）民間企業のデータは厚生労働省［2003］「賃金センサス」、正規職員は
常用労働者、非正規職員はパートタイムのデータを使用。 
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多
方
面
か
ら
探
る
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

 
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
か
ら
い
え
る
こ
と

は
、
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
の
性
格
に
近
い
「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
型
」
の
分
野
で
活
動

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
有
給
職
員
を
雇

用
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
有
給
職
員
が
す
で
に
存
在
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
さ
ら
に
有
給
職
員
を
雇
用
す
る
傾
向
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
団
体
の
財

政
規
模
の
拡
大
は
、
確
実
に
雇
用
を
生
み
出

す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
団
体
数
を
増
や
す
と
い
う
政
策

よ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
団
体
を
大
き
く
成
長

さ
せ
る
政
策
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
賃
金
水
準
も

高
ま
る
。
賃
金
水
準
が
高
ま
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
経
済
的
理
由
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
労
働
市
場
へ
の

参
入
を
あ
き
ら
め
て
い
た
優
秀
な
人
材
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
労
働
市
場
に
流
入
し
て
く
る
だ
ろ
う
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
働
く
個

人
に
対
す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
働
き
方
、

賃
金
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く

実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
持
つ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う

独
特
の
労
働
観
が
包
含
す
る
問
題
を
整
理
し
、

現
行
の
法
政
策
で
は
対
応
で
き
な
い
層
の
活

動
者
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
発
展
を
阻
害
せ
ず
に
、

ど
の
よ
う
に
支
援
、
保
護
し
て
い
く
か
を
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

  〔
注
〕 

 

１
　
小
野
﹇2004

﹈
を
本
稿
用
に
加
筆
修
正
し
た

。 
 

２
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、
本

間
正
明
・
金
子
郁
容
・
山
内
直
人
・
大
沢
真
知
子
・

玄
田
有
史
編
著
﹇2003

﹈
が
詳
し
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
義
の
範
囲
は
広
く
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。 

 

３
　
谷
本
﹇2002

﹈
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
「
慈
善
型
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」、「
監
視
・
批
判
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」、
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ

Ｏ
」
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
そ
の
活
動
内
容
や
形

態
を
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
事
業
型
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

の
組
織
運
営
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
よ
り
も
「
プ

ロ
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
運
営
」
に
よ
る
と
し
て
い
る
。 

 

４
　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
け
る
能
力
開
発
と
雇
用

創
出
に
関
す
る
調
査
」
、
調
査
期
間
＝
二
〇
〇
四
年

一
月
一
三
日
〜
二
三
日
、
調
査
方
法
＝
郵
送
に
よ
る

送
付
、
回
収
、
調
査
対
象
＝
各
都
道
府
県
及
び
内
閣

府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
抽
出
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

一
万
四
〇
〇
三
件
（
二
〇
〇
三
年
一
二
月
末
日
時
点

全
数
）
、
回
収
率
＝
二
六
・
〇
％
、
有
効
回
答
数
＝

三
四
九
五
件
。 

 

５
　
役
員
報
酬
で
な
く
労
働
報
酬
を
支
給
さ
れ
て

い
る
者
に
限
る
。 

 

６
　
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
活
動
に
対

し
て
経
費
や
謝
金
と
い
っ
た
金
銭
を
受
け
取
る
者
で

あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
の
報
酬
は
少
額
（
最

低
賃
金
以
下
）
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。 

 

７
　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
の
収
益
活
動

部
分
（
例
え
ば
介
護
保
険
で
の
活
動
以
外
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
活
動
な
ど
）
に
対
し
て
課
税
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
二
〇
〇
二
年
八
月
八
日
に
提
訴
し
た
。
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
、
福
祉
・
介
護
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
高
齢
者
の
ケ
ア
に
係
わ
る
中
で
、
数
百

円
が
謝
礼
の
意
味
合
い
の
利
用
料
と
し
て
支
払
わ
れ

て
い
る
。
時
間
あ
た
り
の
謝
金
額
を
決
め
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
時
間
に
応
じ
て
謝
金
を
手
渡
す
よ
う

な
場
合
、
労
働
の
対
価
と
し
て
み
な
さ
れ
請
負
や
委

託
関
係
に
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
争
点
で
あ
る
「
労
働
者
」
は

税
法
上
で
の
解
釈
で
あ
り
、
「
労
働
者
」
は
請
負
を

含
む
広
い
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
法
上

で
は
請
負
人
は
「
労
働
者
」
と
は
解
釈
さ
れ
な
い
。

二
〇
〇
四
年
四
月
三
日
千
葉
地
裁
の
判
決
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

側
の
請
求
を
棄
却
し
税
務
署
が
全
面
勝
訴
し
た
。
原

告
は
控
訴
し
た
が
、
今
後
こ
の
判
決

内
容
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
内
で
波
紋
を
呼
ぶ
こ

と
は
必
至
で
あ
る
。
（
原
告
＝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト
、

被
告
＝
松
戸
税
務
署
長
、
立
件
名
＝

法
人
税
更
正
処
分
取
消
請
求
事
件
） 

 

８
　
「
労
働
者
」
性
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
蓄
積
さ
れ
た
裁
判
事
例
を

参
考
と
し
て
「
使
用
従
属
関
係
」
の

有
無
を
判
断
材
料
と
さ
れ
る
。
「
労

働
者
」
性
の
判
断
に
お
い
て
考
慮
さ

れ
る
事
由
は
、
次
の
九
つ
で
あ
る
。

①
業
務
遂
行
上
の
指
揮
監
督
関
係
の

存
否
と
内
容
、
②
報
酬
の
性
格
と
額
、

③
具
体
的
な
仕
事
の
依
頼
、
業
務
指

示
等
に
対
す
る
諾
否
の
自
由
の
有
無
、

④
時
間
的
拘
束
性
お
よ
び
場
所
的
拘

束
性
の
有
無
や
程
度
、
⑤
労
務
提
供

の
代
替
性
の
有
無
、
⑥
業
務
用
の
機

器
の
負
担
関
係
、
⑦
専
属
性
の
程
度
、

⑧
服
務
規
律
の
適
用
の
有
無
、
⑨
公

租
な
ど
の
公
的
負
担
関
係
、
で
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
こ
の
中
か
ら
特
に
①
、

②
、
③
、
④
、
⑨
に
つ
い
て
き
い
て

い
る
。 

 

９
　
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
時
点
の

最
低
賃
金（
地
域
別
）で
最
も
高
い
地

域
が
七
〇
八
円（
東
京
都
）、
最
も
低

い
地
域
が
六
〇
五
円（
沖
縄
県
、
鹿
児
島
県
、
長
崎

県
、
宮
崎
県
、
佐
賀
県
、
秋
田
県
、
岩
手
県
、
青
森

県
）
と
な
っ
て
い
る
。 
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Ｏ
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の
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と
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働
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―
個
人
業
務
委
託
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
就
業
を
中

心
と
し
て
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』
労
働
政
策
研
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書
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１
２
、
労

働
政
策
研
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・
研
修
機
構 

　
厚
生
労
働
省
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造
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省
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章
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司
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吉
・

貫
隆
夫
編
著
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
経
営
学
』、
中
央
経
済
社 

 

本
間
正
明
・
金
子
郁
容
・
山
内
直
人
・
大
沢
真
知

子
・
玄
田
有
史
編
著（2003

）『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
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―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
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え
る
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業
、
社
会
、
そ

し
て
個
人
』、
岩
波
書
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

小
野
晶
子
（
お
の
・
あ
き
こ
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
研
究
員

。 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
主
な
報
告
、
論
文
は
、

「
参
加
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
労

働
市
場
の
二
重
構
造
―
『
非
営
利
組
織
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
の
労
働
市
場
に
関
す
る
実
態
調
査
』

に
基
づ
く
実
証
分
析
―
」
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会

第
三
回
年
次
大
会
二
〇
〇
一
年
三
月
二
〇
日
、

「
経
済
学
か
ら
み
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
』
第
一
一
号
な
ど
。

専
門
分
野
は
人
的
資
源
管
理
、
労
働
経
済
等
。

中
心
テ
ー
マ
は
非
典
型
雇
用
の
研
究
。 


